
 

 

  

 

 

美浜発電所３号機の定期検査開始 

 

 

 

２０２５年２月２７日 
関西電力株式会社 

 

 

美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力８２万６千キロワッ

ト、定格熱出力２４４万キロワット）において、２０２５年３月２日から

約４ヶ月の予定で第２８回定期検査を実施します。 

 

定期事業者検査を実施する主な設備は、次のとおりです。 

 

原子炉本体 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 

原子炉冷却系統施設 

計測制御系統施設 

放射性廃棄物の廃棄施設 

放射線管理施設 

原子炉格納施設 

その他発電用原子炉の附属施設 

 

以 上 
 

（添付資料）美浜発電所３号機 第２８回定期検査の概要 



 

 
美浜発電所３号機 第２８回定期検査の概要 

 
１．主要工事 
 

（１次系配管（加圧器逃がしライン）取替工事）  （図－１参照） 
１次冷却材系統につながる配管のうち、曲げ金型で芯金※を使用 

し加工した配管を、改良した曲げ金型で芯金を使用せずに加工した 
配管等に取り替えます。これは、国外の沸騰水型原子炉（ＢＷＲ） 
プラントにおいて、芯金を使用して加工した配管の内面で応力腐食 
割れが発生した事象を踏まえ、予防保全として取り替えるものです。 

 
※配管を曲げる加工の際に、局所的な変形を抑制するために内部に差し込む金具 

 
２．設備の保全対策 
 

（２次系配管の点検等）              （図－２参照） 
当社の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配

管の２８２箇所については超音波検査（肉厚測定）、３２箇所につい
ては内面目視点検を実施します。 
また、過去の点検において減肉傾向が確認された部位９箇所、配

管取替え時の作業性を勘案した部位４３箇所、今後の保守性を考慮
した部位７６箇所、合計１２８箇所を耐食性に優れたステンレス鋼
または低合金鋼の配管に取り替えます。 

 

３．蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査 
 

  蒸気発生器３台のうち、Ａ、Ｂ－蒸気発生器伝熱管全数（３，３７

９本×１台、３，３８２本×１台 計６，７６１本）について渦流探

傷検査を実施する予定です。 
 
４．燃料集合体の取替え 
 

燃料集合体全数１５７体のうち５７体を取り替える予定です。その
うち、４４体は新燃料集合体です。 

 
５．今後の予定 
 
   原 子 炉 起 動、臨界：２０２５年 ５月下旬 

   調 整 運 転 開 始：２０２５年 ５月下旬 

   本 格 運 転 再 開：２０２５年 ６月中旬 
 

なお、定期検査の作業工程については、別紙を参照ください。 
 

以 上 

添付資料 
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２０２５年３月 ２０２５年４月 ２０２５年５月 ２０２５年６月

主

要

工

程

美浜発電所３号機 第２８回定期検査の作業工程

２０２５年３月２日から以下の作業工程で実施します。

１次冷却材系統降温

原子炉容器開放

燃料取出
燃料装荷

原子炉
容器
組立

起動
試験

起動前弁点検

出力上昇試験

並列
(５月下旬予定)

総合負荷性能検査
(６月中旬予定)

：主要作業予定

：その他作業予定

解列
３月２日(予定)

１次冷却材系統
漏えい検査

別紙

１次系ポンプ弁点検

A、B－蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

起動
試験

１次系配管（加圧器逃がしライン）取替工事
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図－１ １次系配管（加圧器逃がしライン）取替工事

工事概要

取替範囲概略図

＜曲げ加工方法＞

押さえ金具

曲げ金型

台

配管内に芯金を
挿入し、曲げ金型
を回しながら曲げ
ていく。

芯金を使用した曲げ加工

芯金

【正面図】

移動

芯金

内面が硬化

台

押さえ金具

改良曲げ金型

【改良曲げ金型】
配管との隙間を
狭くした曲げ金型
に変更することで、
芯金が不要となっ
た。

芯金を使用しない曲げ加工

【正面図】

移動

：曲げ配管箇所数 ２箇所

１次冷却材
ポンプ

蒸気発生器

加圧器

原子炉容器

→主蒸気

←給水

加圧器

１次冷却材系統につながる配管のうち、曲げ金型で芯金※を使用し加工した配管を、改良した曲げ金
型で芯金を使用せずに加工した配管等に取り替えます。これは、国外の沸騰水型原子炉（ＢＷＲ）プラン
トにおいて、芯金を使用して加工した配管の内面で応力腐食割れが発生した事象を踏まえ、予防保全と
して取り替えるものです。

※配管を曲げる加工の際に、局所的な変形を抑制するために内部に差し込む金具

加圧器逃がしタンクへ
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図－２ ２次系配管の点検等

点検概要

今定期検査において、合計３１４箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施します。

○ ２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

「２次系配管肉厚の管理指針」
の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 １，４８９ ２２４

その他部位 １，０１５ ５８

合計 ２，５０４ ２８２

概略図

過去の点検において減肉傾向が確認された部位９箇所、配管取替え時の作業性を勘案した部位４３箇所、
今後の保守性を考慮した部位７６箇所、合計１２８箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配
管に取り替えます。

＜系統別概要図＞

脱気器タンク

脱気器

Ｇ

復水器

低圧タービン

湿分分離
加熱器

高圧タービン

第６高圧給水加熱器

給水ポンプ

給水ブースタ
ポンプ

低圧給水加熱器

グランド
コンデンサ

復水
ポンプ

発電機
蒸気

発生器

第１第２第３第４

低圧ドレン
タンク

低圧ドレンポンプ

復水ブースタ
ポンプ

復
水
処
理
装
置

復水器へ

①②③

【取替理由】

①過去の点検で減肉傾向が確認されている
ため計画的に取り替える箇所（９箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ３箇所

低合金鋼 ５箇所
ステンレス鋼 ⇒ ステンレス鋼 １箇所

②配管取り替え時の作業性を勘案して
取り替える箇所（４３箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ４箇所

低合金鋼 ３２箇所
ステンレス鋼 ⇒ ステンレス鋼 ７箇所

③今後の保守性を考慮して取り替える箇所
（７６箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ２０箇所

低合金鋼 ５６箇所

［合計 １２８箇所］

①②

③

①②③

①②③

①②③

①②③

①②

○ ２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
高圧排気管※の直管部３２箇所について、配管内面から目視点検を実施します。
その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施します。
※高圧タービンから湿分分離加熱器までの配管


